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卵黄稀穣精液に依る人工授精に就いて

乾 太助・藤本 貯

(北海道大挙農等部比較病理拳教室〕

On the Artificial lnsemination by the Egg.yolk.di1uent. 

TASUH:1l INUI and YU'J'AH:A FUJIMO~IU 

I 緒言

家者の改良増殖上，人工授精は，近年急建度

に護法普及を透げつつるる現況で・ある。

北海道に於て，宮地は，一平く之が寅施を見，

*付及び輸送の中込が激増し，そのため，種牡牛

の使用凹教が必然的に多くなり，連続授精寅施に

伴って，多量の精液を必要とするm(態にあった。

そとで、精液の稀梓及び保存の必要を痛感し，共の

改良を試みた;3(第でるる。稀T主主主立主びに保存液と

しては，従来幾多の研究業結が見られる。然し賞

用向きの長期i保存稀科液としては，立にかなうも

のは見られなかった。幸い，アメリカの PUILLIP3

及び LARυY(1940戸〉の綬街卵黄燐曹液は， 粘=品

。前力維持に，優秀な成松を奉げている事に刺戟

せられて，共のi阜試を試みたが， 22時の物資不足

の折柄支障を来たした。然し，卵黄は，共の性質

として，精液に封して絞Hu作JIJを:布するとA1.われ

る盟iと， LAlZlJY及び Pll1LLllら (194V)の午精液

に依る寅験で，精品は，優先的に運動のエネルギ

{を，葡萄艇の糖分解又は，他の隣分併可能な糖

から陛得じていると，斜ilil命しているととから結

晶自己の泊耗を防ぐものなるととに思いを致し，

柴義物質として， JLつ又生上llL上京嬰械怖を千u-る

レシチンが，卯比中11:，多量に合まれているとと

から，精轟にまIして，卵黄は有効に作用すると考

えられたので， V・主主保存主主として， 卯長ー阜味を供

用して見た。共の結果，卵黄-阜味は，原液に比較

して，保存及ぴ活力維持に勝って居り，多数の需

要に!在ぜられ，操作が簡単で、寅m向きであるとと

を，時々会11るととが出来た。今回は，最近の保存

試験成結と1Jj:んで，従来の受胎成績を取組めると

共に，長期保存試験を報告し，卵黄稀狩液に依る

人工授精の質問憤値を評憤してみるとととする。

E 研究方法

1.保有試験

(1) 供mffi牡牛

サーインカ，ダツチ，クリメール抗

日間1122~I三 3 月 19 日生

キングフオ{プス， ピ{グーゼ，ポンチャッ

ク蹴 昭和 21年8月14日生

(2) 則1m
自f¥H;.f;1I25 ~ド 1 月 5 日至昭和 25 年 2 n 4 tJ 

(3) 場所

北海道根室中標i'lt議-'I~人工授精所

凶都知

(i) 卯員ーと精液との等量稀耕せるものを O度

に保存・…・・ 4例

(ii)卵黄と精液との等量稀鰐せるものを 8度

11:保存・・・… 4fCIj

(iii)拘臨限卵黄緩衝液(拘堕酸ナトリウふ

l¥I/Hi溶液と卵黄等量稀騨)と原液を 2:1v 

割合に稀料せるものを 8度に保存…・・4例
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使用卵黄は，新~\:(，なものを用い，操作ーは，無

菌的に行った。保存は，魔法瓶在中の大型保存14j

を使用，一定時間毎に，精液の一部を採り， 37度

の温度のもとで鏡検し，結晶の活力検査を寅施し

合せて細菌の増殖AA態を塗封、標本について検査し

必要にl忠じて細菌培養をした。備;j;;-，採:精法は，

人工腔法を用う。

表中の数字は，語臣、微鏡の-iiilHf'中心精最高教を 100

と見倣した場合に-於ける，上記規続に該賞するも

のの百分率左示す。

2.受胎試験

卵黄単味稀斡液(精液と卵黄とを等量に稀緯)

を8度に保存，使用時は之を生理的食塩水にて，

2乃至 31吾に稀轄して注入する。

活力表示は， :;たの四段階にE五分す。

制;活設な前進運動をなすもの

++j綬慢な前準運動をなすもの

+j阿旋及び振子運動をなすもの

一;全く運動を認めざるもの

期間は， n併U22年及び 23年の 2箇年聞に就

て調査した。

E 研究成績及び論議

1.卵黄単味稀騨精液の活力試験(原液封照)

(i) 0度 C保存の場合…… 4例

第 1例自昭和 25年 1月5日至昭和 25年 1月13日 供用種牡牛 ポンチャック披

第 1 表

検査日|第 1日!即日|第3日|第4日|軒目|第6日l至81-生8正!第9日

保存時間|採取時 124時間 148時間 172時間 196時間 11湖南|問時間 11日時間 1192時間

原 液 1 85惜 1 30十 I 10十 3+1 ー|ー |ー|ー|

72蔦結晶璽t

崎型事事 12.5μ 
最低 最高

外気温ー23
0

C-2.5"C 

室 泌 9
0C 15

0C 卵黄稀際 1 85世 1 804骨 1 75叶 1 60世 1 50廿 1 20件 1 10十 1 5十| ー

第2例 自昭和 25年 1月14日至昭和 25年 1月18日 供月j種牡牛 ポンチャック蹴

第 2 表

検査日|第 1 日!第 2 日|第 3 日|第 4 日|第 5 日

保存時間!採取時 1 24時間|体時間 1 72時間 1 96時間

原液 75-Ht 1 5十十 i 一|

卵黄稀際 754持 40併 20朴 15十 | 

精識数 日5声高

崎型率 15.5 % 
最低 最高

タト主義ia-12.60C -1.0oC 

室 温 80C 140C 

第 3例自昭事1125年 1月10日至昭和 25年 1月17日 供用組牡牛インカ蹴

第 3 表

検査日[第 181第2日1第3日l第4日i第5日l第6日l第7日[第8日1
保存時間|採取時 1'24時 則 4州 司 172時間 196時間[明間|問時間(同時町

原液 I85嚇 5十十|ー|ー 1 - 1 - I 
卵黄稀軍事 1 85併 1 80-1持 1 70 t持 I6ラ俳 150++120ト 1 10 + 1 

給過理主

崎型互主主

89高

11.24ア4

最低最高

タト気温ー 15SCー12
0
C

室温 9
0C WC 

第 4例自昭和125年 1n 16日至昭和 25年 1H 25日

第 4 表

。りIj和平LL¥ユ インカ披

検査日間 lElI岳山|第3日l第4日即日|第6日|第 7日!第8日!第 9Bl第10日|糊鍛 円高

云扇町蜘恒空Ii山時Hfjl洲判961砕~洲市 (1441時/lij 116叩 h坦竺世間開最低 122

原 液 18日惜 110十|一|ー|ー| ー | 一 | - l - i - 171、気温ー 14.80CO.5"C 

卵黄稀樗 |85ゆ 180耕|日 165掛 150廿 140枠 130廿 1 10十 1 5ート 主滋 80C 15
0
C 
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(ii) 8度 C保存の場合…・・ 4例

第 5例自昭和 2o年 1月18日至昭和 25年 1月25日

'fJ 5 • 

供用種牡牛 ポンチャック挽

検芋日|第 l日|第2日|第381第4日|第月間6日|第 7日[第8日| 糊鮫 116高

五雨漏五1 24時間 I~8時間滞百四旦巳空，ml~型巳空Ilij ¥ 問 蹴113
涼 淡 190-ftl・ 170廿十|伯仲 130十 110十| ー |ー | ー | 外気温ー 14.80CO.5"C 

卵黄楊穣 190制 180 i仲 180.H+ 1 60併 150++- 140廿| 十 1 - 1 室 滋 10
0C 16.40C 

第 6例自昭事u25年 1月25日至昭和 25年 2月1日 供用組牡牛ポンチャック蹴

第 6 表

検査日|第!日 l第2日|第3日|第4日|第5日|第6日|第781第8日

保存時間|採取時 124時間 148時間 172時間 196時間 1120時間11時間11侶時間

原液 I85 i持 I60柑|却++- I 1十|ー|ー|ー|

卵黄稀際 I85怖 I75 +ft I 50併 I40件 I30件 I10 + I ー | ー

130高精品書主

崎型車ド 11.5% 

最低 最高

外気温ー250C6.70C 
室 i:. IIOC lSoC 

第 7例自昭和 25年 1月21日至昭和 25年 1月28日 供用種牡牛インカ蹴

gfJ 7 表

検査日同瓦「五九~I 第 3 日|第 4 日|第 5 日|第 6 日|第 7 日

時時間|採取時 124時間 148時間|刀時間 l何時間 1I洲市1I併問

原波 I85掛 I75 t仲 I40 ++・ I10 + I ー|ー|ー

卵黄手話線 I85併 I 80 掛 I 75悦 I 70-¥件 I 30仲 I 5十 | ー

40.1高続』訟費宣

崎型室事 14.5 % 
最低最高

5'[・気温ー19.70C1.80C 

室 温 II.5"C 16.50
C. 

第 8 例自昭和 25 年 1 月 28 日至昭和~ 25年 2月7日、 供用種牡牛インカ枕

第 8 al 

検査日|第 18 1即日(即日|第4日|第5日間68¥め瓦l第8日

保存時間!採取時 124時間 l侭時間 172時間i嚇問 1I湖問1I何時!均11日時間

95蔦続過敏

固有型王手 11.0 % 
最低 最高

タト気j昆 -20.80C 6.70C 

室温 120C 1.9"C 

涼 波 I85併 I8日制. I 70朴 I40 ++- I 10 + I 5十 I2 + I 
卵黄楊軍事 I95 * I 90-1持 80掛 I70俳 i却す十| 伯仲 I20 + I ー

屯-0度 C保存の場合には，原液医は， 24時間で

前力を夫い授精能力者己主うのに反して， ~ll黄稀料:

匡は，尚必授精能力を有する活力を示し， 192時

聞に於て，運動中のものが認められた。

8皮 C保存の場合には，原i夜置は， 24時間で

f~j Jな授精能力を:有し， 48時/llJ以後には，一般に授

精能力を犬うと忠われる活力を示すが，卵黄稀科:

直は， 48時間後に於ても一般には， .授精能力を有

する活力を示す。

原i夜匝は， 0皮 C保イ正時よりも， 8度 C保存

時の方が，活力維持が担く，生存時間が長いc

卵黄~f希牒匿 l土， 8度 C11:於ては，少しく生存

時間が短縮する棋に忠われるが， 01支C保存及び

8皮 C保存に於て，共の活力維持に}c{1荏なく 3

日乃ヨ~4 日は，授精能力を有する tr~'jJ を示す。

又保イ長時間の長短，及び活力維持の良否は，

採取時の精液のjlx態に，大いに左右され，特に第

2例に於ては， IH設に於て，i丹:JJ!tsく，従って保

存時WJも鋭い。そこで股牡11ニの飼養管.t!i1， ;j:求締法，

稀牒液の調製及び取扱い等に，格別の注意をして，

租牡牛を灯保件のもとに泣いて，常に優秀な締法

を咋*するととが必要とj目、われる。

2.卵黄車味f訴事故びに拘堕隈卵黄液と，原液

との前j)比政試験…… 2例
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刻印リ例 白1I{{手11~5 (，1'-1 n 25 rJ 主1I1{キ1125 11'-2 n 1 n 1JUIJfill牡11二

第 9 表

検査日!第 1日[第 2日|第 3日|第4日|第日日|第 6B 1第7日|第 8日 1

竺竺fn11採取時 124時間也空/1fJ1 723竺也空間 /120時間 /1州問[16州
原液 185* 1 60榊 120++11+ 1 一|ー|一|

卵黄稀搾 185* I 7ラ悦 I50-!H・ I40件 130件 I10十| ー | 一

拘蜘 卵黄|山 180榊 160*150++1 川 130十 125十| 一 i 
第 10例自昭和 25年 1月28日 至昭和初年2月7t:l 供用種牡牛

第 10 表

検査日 l第 1日!第 2日l第3日|第 4日|都日!日1山崎8日|

保存 時 間J採取時 124時間 148時間 172時間 1
96時雨瓦 両 瓦 両 示 函 (

N .夜 195-1枠 185俳 170悦|句件 110十 | ラ十 1 2+ 1 一 | 

卵黄稀搾|何時 190哨 180併 170 -t!+ 1 50 ++ 1 40枠 120十| 一 | 

拘強敵卵主引 95俳 18ラ惜 18C)-f持 180廿+140++130件 11.0 + 1 ー | 

6除

ポンチャック由足

続品数 130蔦

時型事 11.5% 

最低 最高

タl、気ia -250C 6.7'C 

室温 IIOC 18'C 

インカ披

精議重責 98高

崎型車 11.0% 

最低 最高

タト祭i昆 -20.8'C 6.7'C 

室 i且 12'C 19'C 

原液に比較して，卵黄皐味及び拘盟酸卵黄稀

稗液は共に，活力。維持及ぴ保存時間が長いが，

卵黄車味稀特と拘l曜敵卵黄稀耕との間には殆ど大

差なく，卵黄J-il味稀稗は，何等差支えなきものと

lfJ.t，われる。

第 11

3.保存;夜中に扱ける細菌震生蹴況

表

更番務(と¥引保法ご年/種¥一¥調一三¥芦~時仔~時~間日 第 1 日 |第 0/鯵 3 日 |第 ~第 ラ a/ ~ 6 B I第 7 日 |第 8 B 

24時 間 /48時間 172時間 I96時間 /120時間 (144時間 l附時間 1192時間

第
f 0度 C M土)土

C土
1ー 一 M士 十四

i 卵黄稀際
例

第
JI .. 8.度 C 持 ~~1 S+i ~::.， 

MHj外 L-t!+惜 M→lt!* ョr.il 卵 黄 稀 符
L土 i¥1::i:) L十j例

8度 C C土1 C士1
一 S土+ S+ 十

N.夜 M士 M十 M+ 

8度 C C土1 C +1 g~1 S土十 S+ ¥+十 S++ 十ト
卵資稀際 M土 M+ M-ト

8度 C S +1 
M十 十

Jtj.. i夜 M十 L土

第 8度 C
M土)土 M士1土 M件)件 Sト}++

九 卵黄稀軍事 M++ 

1;1) 8度 C
S士)土 S士l土 C土1 C十1

拘卵 黄趨稀 百稼虫
S士 十 S十++ S土サ+ S-I持廿+M士 M土 M+J M十 M++J M++ 

M十}+
C土1 C十1 C十1 C +1 8皮 C

一 M+ ~+ S十++ S土++ S*掛
原 ilt L土j M十 M十十j M++ 

第

Mト)ト S土}+
C十1 C十1 C件

寸4

8度 C
一 S-ト++ Stt ~ ++ S++十+

卵黄稀際 M 卜 M十j M.H.J M++ 
1;IJ 8度 C

C土}:l: C十1十 C +jlT ， 
拘 留線階 一 一 一 一 M土 M+j M十
卵黄稀
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自riH%・ c ;球術 S;)iM手前 M;巾採前 L 火葬前

一;鏡検 1二閣を認めなかてコたもの。

土楚~(樋占うて三b鍛:)

十;タ鍛(ー乃五穀滅型fにて線認しf!t.るもの)・
件;一視野に数ケ乃子氏 10 費1・ケ~，1Zむるもの。

-m-;一波野中に多Jlti:~:12むるもの。

1会抹根本はギムザ単.染色法をJHいた。

様塗抹;グラム{ー)中等大拝菌 爾t;i.li良染，短漣鎖叉は孤立形精々扇町峨鈍関 ォ+ 迩動性俳}

持養;普通寒天透明不:匹形選延の傾向にあ!J0 B.proteus世ulgα1'is

原i夜匿と， !i!l寅稀稗直にては，自H菌の護生紙

況に於て大宗は認められないが，拘躍醍卵黄稀持

直は，前二者に比して，比較的に細菌の護生教が

少ないキ去である。

。度 C保存の場合は，細菌護生教が少ない。

細菌は，保{(.4)う五5日日頃よりなに柄数し

(i) 卵黄早味に依る人工授精寅施成績

83.56 

82.89 

83.22 

昭二円|83l37roll612l 75lmB 
務l十一 輸送 /02 I 29 I 32 I 13 I 7 I 81 I 79.41 

84.32 

てラドる椋でるる。

殻生細菌は，中拝菌最も多く， '"たで短拝~î，

大拝菌及び球菌の順である。

4. 卵黄草味稀稗に依る人工授精賞施成績

卵黄皐味に依る人工授精成績は，原液院に比

較してはるかに好成績を示している。

年別

(ii) 原液に依る人工授精寅施成績

種類賃施 受胎里竺

1 l!&1J1t l宇~[2 問[3 問問L豆
受胎率

二
十
二
年
一
二
十

四

削

和

昭

和

57 

66 

62.64 

57.89 

60.00 

62.50 

30.77 

50.00 

(iii) 卵黄草味稀科液保存時間数と受胎率との関係

年JJtl 種類|蟻

牽

昭
和
二
十
二
年

イず

輸

泡

牽

同
叩
和
二
十
三
年

付

輸

~ 

医

73 

笈施頭歎

受月台頭数

受胎寧

笈施頭扱

受 R音頭数

受 H青 空界

貿施頭重宝

受胎頭数

受胎 主 幹

賃施頭数

受胎頭数

受 胎率

6ラ

78 

66 

JJtl 
保存時向

日目fl-3l1ifnn[官悶 1
1官お 1

2官lJ1 

43 

32 

74.42 

45 

38 

84.44 

0
0
 

9

8

8

 。
。。。

20 

20 

100.00 

22.43時
100.00 

5 

5 

100.00 

57 

50 

87.72 

22心0時

100.00 

q''白
内

u
n
u

7 

7 

100.00 

20 5 

18 5 

90.00 I 100.00 

100.00 円

u
ハU
V

2

2

仏nu 
-

59 4 

4ラ 4

100.00 I 100.00 
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(iv) 

昭
和

91 

付

受胎頭重宝

受胎率

J主

30時

十 一一一一一 一 一 一 一 一一一一.
一 輸 質施 E百数 20 
一
年 114 受 胎頭数 8 

ill 受 胎 Eド 40.00 

牽 質施頭数 16 4 

昭 40 受 胎減数 12 2 
和

付 Jヨ唱~え 胎 苦手 75.00 50.00 一一
十

輸 笈施頭数一一一
年 26 ?s: 胎頭数

迭 受 胎 重ド

保存時間教と，受胎率との閲係を見るに，卵

京干1ì;~干に依るものの方が，原i夜に比して，受胎率

がF:iいが，原液のみにても相常の時間にて，私1主子

受胎能力ある事を示し，卵黄稀科の場合には， 51 

時間jを過ぎて，市も受胎例に高まれた。従って，

保存2nn迄は，安心して宜fIjにfjbし作ると忠わ

れる。 1AJ;ta-交)jfi'率は，輸送例によtLて来付例が優

れている。

百組 括

1) 0度 C保存の場合，原液匿は， 24時間にし

て活力を炎い，授精能力を失うに反し，卵黄稀料

巨は，向島授精能力を有する活力を示した。

2) 8度 C保存の場合，原液匿は， 24時聞にし

て尚治授精能力を有し， 48時間以後には，一般に

授精能力を失うも，卵黄稀科匝は， fnJ;jな授精能力

を有する活力を示した。

3) 保存時間の長妓，及び、前力維持の良否は，

採取時の精液の良否に左右せられる。

4) 卵黄翠l1;/c稀科は， 1'riJ臨酸卵黄稀粋i夜との聞

に，保存及び活力の維持に大奈は認められなかっ

た。

5) 原i夜と卵黄車l1;fc稀耕との問では，細菌費生

献況に大差は認められなかった。

6) 拘臨酸卵黄稀料の場合は，前二者に比較し

2 

O 

O 

82 9 3 

54 3 27時

6ラ.85 33.33 33.33 

11 6 3 

7 3 2 29.59時

63.64 50.∞ 6667 

14 3 7 

6 O 2 27時

42.86 o 28.57 

て，細菌護生が比較的に少なかった。

7)交胎妻子ーは，卵黄皐味稀科匝の方が，原i夜固

に比較して，はるかに好成績を示した。

8)卵黄皐味稀科に1J，くる受胎最長保1J三時間は，
51時間 48分で、るった。

V 結論

卵黄串味稀耕法に依るときは3 精液の稀料保

有ーはもとより，受胎率のE誌に於ても，原i夜に比し

優秀な成績をもたらす。ただ本法は，アメリカ法

によじし，細菌護生の黙に於て，柏々劣るも， との

#i-寅は，飴り賓際的意義を有していない。従って

卯黄単味稀稗に依る人工授精は，賞JH的{買値が甚

だえであるというととが出来よう。

本作業は根室中摂津人工授精所に於て寅施さ

れ7ζ。

稿を絡るに臨み御懇誌なる指導ELぴに校閲を

給わった北大山極教授に詰謝し， *18菌検査に闘し

御援助を給わった北海道農業試験場根室支場平賀

技官に感謝す。
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Resume 

Our egg-yolk-diluted semen in this report was made up with collected fresh bull semen com-

bined with the yolk in the proportion of th巴 samequantity. 

We obtained excellent results by this mcthod in preservation of semen and pregnancy. 

The original semen showed more inferior result than the yolk diluted semen. 

Vigorous motility of spermatozoa was still maintained after 48 hours under 80C. 

A cow successful¥y pregnanced using this semen which had been preserved for 51 hours 49 

mmutes. 

This method showed no greater difference in preservation compared with the citrate yolk buffer 

solution. Such obstacles were negligible practically though bacteria increased in our solution more 

easily than the latter. 

We therefore concluded that the artificial insemination by this method has great practical val¥lcs. 


